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第４回「４０人まとめて１日ボランティア」活動のしおり Ver.3 

 
青年海外協力隊愛知県ＯＢ会 東日本大震災支援委員会 

１．趣旨 
「何か自分にできることはないだろうか」「現地に行きたいけど、どうしていいかわからない」 
みなさまのそんな気持ちを実際の活動に結びつけます。 
一日の活動ですが大人数がまとまって仕事をすれば喜んでいただけると考えております。 

 
２．日程 

6 月 24 日（金） 
  20:00 名古屋駅新幹線口 銀の時計 集合 
     ＊受付にて、誓約書と参加費を集めます。 

2～3 時間ごとを目安に SA に立ち寄り、トイレ休憩（各 15 分）を取ります。 
順調に進めば、最後のＳＡで時間調整も兼ねて 30 分～1 時間の休憩を取る予定です。 

6 月 25 日（土） 
8:00 頃 岩沼市社会福祉協議会 着 
    活動の内容の確認、手続き後、必要資材を借り、現場へ向かいます。 
9:00 頃 ～16:00 頃 活動 【活動内容未定】 
    ＊また、活動地・活動内容が決定した後でも、先方の都合や天候などにより変更となる 

ことがあります。その時は、スタッフの指示に従ってください。 
17:00 頃 活動地 出発 
     途中どこかで入浴、食事（2 時間程度） 
    ＊第 1～3 回は、名取市スーパー銭湯極楽湯にて。（シャンプー、石鹸備付あり） 

近くにスーパー、ガストなどあり。 
 19:30 頃 名古屋に向けて出発 
     2～3 時間ごとを目安に SA に立ち寄り、トイレ休憩（各 15 分）を取ります。 
6 月 26 日（日） 

6:00 頃 名古屋駅 解散 
 
３．持ち物（下記保護具は全てカーマ，ワークマン等で購入できます） 

①長靴【必需】：ゴム底ではなく、底板が必須。 安全長靴は 5000 円程度、踏抜き防止インソール
が 800 円程度。（24.5cm が最小サイズですが必要です。厚手の靴下などで調整。） 

 ②厚手ゴム手袋(炊事用及び軍手は耐久性に欠けるため不可) or 革手袋【必需】：大体 300 円くらい      
 ③帽子【必需】 
 ④カッパ、ウインドブレーカー【必需】：梅雨まっただ中ですが小雨決行です 
 ⑤タオル数枚【必需】：汗拭き、手拭用、お風呂用 
 ⑥作業服装：長袖【必需】・長ズボン【必需】・ウェストポーチ／リュック（必要な方） 
       熱中症への注意も必要ですが、怪我防止のため肌の露出を避ける服装でお願いします。 
 ⑦ゴーグル： 【必需】大体 300 円くらい 
 ⑧ラジオ、ホイッスル：お持ちの方 
 ⑨医薬品適宜 （日焼け止め、目薬など） 
 ⑩着替え、入浴の準備 
 ⑪4 食分の食料（カロリーメイト，ビスケット等）、飲料水２Ｌ（500mL×４本）以上 
  途中サービスエリアなどで調達できる可能性もありますが、念のため持参をお願いします。 

  ⑫誓約書：内容をよく読みご納得いただいた上でご署名していただきご持参ください。 
何卒宜しくお願い申し上げます。 

 ⑬雑巾：雨の日の活動対応として、雑巾２枚ご持参ください。 
 ⑭保険証：急病、ケガに備え、保険証またはそのコピーをご持参ください。 

 
４．参加者のご負担費用 

１）参加費 10,000 円 （ボランティア活動保険料込） ＞ 当日集金いたします 
（領収書がご入用の方は、お申し出ください。後日郵送とします。） 

２）風呂代（600 円）、飲食物代、お土産代  
 

５．今後出発まで 
各自体調を整えご準備ください。受け入れ先の事情や天候等により、やむなく本活動が取りやめ

となることもありますので、ご了承ください。 
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６．【ご参考】荷造り、服装のアドバイス、その他 

★現場で着替えの場所や時間が確保できるかわからないため、集合時の服装はできればそのまま作業

に入れる服装でお越しください。それが難しい方は、着替えをバス車内に持ち込み、途中のＳＡで着

替えてください。長靴等は、現場でも装着できます。 

★長靴のほかに、靴かサンダル等をご持参（または履いて）ください。作業後は長靴が汚れるため、

帰りのバス車内には長靴で入らないようにしたいと思います。また、バス座席も汚さないように、ご

み袋やタオルを敷くなどの配慮をお願いいたします。 

★行きのバス車内に持ち込む荷物は、貴重品、車内防寒具、バス車内での飲食物（金曜夜と土曜朝）、

着替えが途中で必要な方は着替え、くらいで大丈夫かと思います。その他、作業に必要な大きな荷物

は、下の荷物入れに入れます。（すべての荷物がコンパクトな方はもちろんすべて車内持ち込みでもＯ

Ｋです。）名古屋駅を出てから現場到着までは、下の荷物入れを開けなくて済むようにご準備ください。 

★活動中に必要な荷物はすべてバスから持ち出し、作業場近くに置く予定です。日中はバスには戻れ

ません。（ドライバーさんは休息を取られます） 

★帰りのバス車内に持ち込む荷物は、貴重品、お風呂の用意、着替え、ボールペン等、おやつなど。

現場を出てから名古屋駅到着までは、下の荷物入れを開けなくて済むようにご準備ください。 

 ★物にはできるだけ名前を書いてください。 

 ★ごみはすべて持ち帰ります。喫煙される方は、携帯灰皿もお忘れなく。 

 ★バスは４５人乗り（＋補助席）の普通の大型観光バスです。多少窮屈ですがご辛抱ください。 

★ボランティア活動保険加入は必須です。（当方にて加入手続きを行いますので、参加者ご自身は手続

きの必要はありません。） 

★過去のアンケートで、活動や現場の状況を事前に詳しく知らせてほしかった、という声がありまし

たが、やはり行ってみるまでは正確なことはわかりません。どんな状況でも臨機応変に対応できるよ

うに各自考えてご準備ください。なお参考までに、以前行った場所の状況は次の通りです。 

→トイレは借りられた。トイレットペーパーもあった。水道は使わせてもらえた。一輪車やスコップ

は借りられた。携帯電話はつながった。作業時は近くに荷物を置けた。土曜日の朝食はＳＡで食べら

れた（第２回目はＧＷだったため大混雑）。 

★現在、岩沼市社会福祉協議会では支援物資の受付はしていません 

青年海外協力隊愛知県ＯＢ会のＨＰの活動報告書も参照ください。→http://jocv.main.jp/aichi/ 

 

以上 

付）実行委員組織 

統括リーダ ：妹尾 祐治 （090-1833-0608）、 

サブリーダ ：今井典浩、 

敦賀 寛之、 

会計：    蒲 美幸、 

後方支援：  兵藤 三尚、 

 

【添付書類】 

・誓約書  

 

【参考 URL】 

・行程地図：http://jocv.main.jp/aichi/shinsai/route.pdf 

・ボランティア活動保険のご案内：http://jocv.main.jp/aichi/shinsai/insurance.pdf 
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「４０人まとめて１日ボランティア」活動に関する誓約書 

 

 

 

 

わたくし             は、今回の活動参加に関し、 

実行委員より下記の説明を受け、同意いたしました。 

 

本活動は、 

各自の自由意志による災害復興支援活動です。 

背景には「地震、津波、原発事故」があり 

現場では、瓦礫が散乱し 

往復の車中泊・高速道路移動が重なり 

幾重にも危険で困難な状態の中を移動し活動することになり 

全ての事柄が予定通りに進行する保証は何もありません。 

 

全工程中の食事と飲料水は支給なしです。 

ボランティア保険に強制加入して頂きますが 

それ以外は何も対応することが出来ませんし 

何の責任も取れません。 

集団行動となりますので 

リーダーの指示に従って頂き 

各自の行動は制限を受けます。 

 

 

 

 

     年    月    日   署名              

 

 

 

 

 

 


